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1 .本調査報告書は昭和56年度，秋田県教育委員会が主体となって

補助を得て J4t一F時J した るの

2. 本調査概報作成に も I~ ， まとめたものである。

腹鞍の沢遺跡

熊長太郎

佐々

桐木田遺跡

二嶋隆儀，莱j尺光男，池田

蒲沼遺跡

民ιs 柴田陽一郎

補佐員 二ilI.針金儀，佐藤雅子

3. 本調査概報の全体編集は秋田県埋蔵文化財センターがあたった。

4. 本調査概報とは別に各遺跡ごとの本報青書を年度内に作成する。そ

れとあわせて活用されたいれ
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腹革皮の沢遺跡
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t} ，その面積は3，671haにおよぶ。

B 

された。その結果，約10haの台地 iてに 6

6:[也点を主主幹してHJ1鞍のj尺j宣跡とし， それ

ることにした G

6 lm}/~のうちの A フハ田あ

2箭調査奇組織と

遺 跡 名 綾鞍の沢遺跡

跡所空地秋田県能代市腹鞍の沢18-5 f也

調 査 期 間 昭 和56年 5月11日~昭和56年 8月6日

調査対象菌樟 4ヲOOOm'

鍛査面積 5，230m2

調査主体秋田

調査 担当 者永 瀬福 男 秋田県塩蔵文化財センタ

熊谷太郎 秋田県埋蔵文化対センター

補佐員

佐々木金正

調査協力機関

秋田県土地改良区

機織組(土地所有者の組織)
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と

!J主将の jヒ主主40
0

]0' 4(Yll' 140"Of'i' 。 {土号 ヰミ

代 川 の 形 成 し た 地 が 広 が る 。 米 代)11は酉流し，日本海に注ぐ。北を遠望すると

となっている白神山地が夜間に詰走示る。西を遠望するとラ 6'!t'Jえがみえ， まもなく日本海があ

マ，
t一、 、 ら日本海までの距離は して約 5

ヴ
h
U
J

米代Jljの 1-- ，) I ~ 
らt.JV- rn ，fMの段1三カミ形成されている〔

正c7)~fヒ紋に f立る、

え 羽 田 ・ トアいろ
}、~

今/一一

腹執の

昭和56年11月に秋田

句
、ー、、

e
F
'
 ノ

治

hノ として利用されていたようである。

，能代rlTi支内手:此HI、j尺遺跡(第

された。米代JIIの河口思辺

でも!日石

l図の 3) ていき

では，左で昭和5.3年に されており宅

なうた。

相染遺跡(第 1図の 5)は縄文時代中期の遺跡であり， 5e 
」
」

れている。

(第 1図の 6) は弔県指定史跡である。 昭和.30・.32・.3.3年に発掘調査さ jし そ の

結果守人骨 8体ー貝類(コタマカ、イ・サルボウ・ベンケイガイ・アカニシ・イタボガイ・ヤマ

トシジミ・イシガイ・カワニナ) ・獣鳥魚骨類(シカ・イノシシ・クマ・ムササピ・クジラー

オットセイ，ウサギ，ク口夕、イ s スズキ) ・炭化植物(クリードング 1) .トチ)などのほか守

縄文時代晩期の土製品・石製品・骨角器が多数検出されているの

史跡である檎山安東氏城館跡(第]図の 7)は，中世に秋田容檎山・比内 3郡を支配

した檎山安藤氏の居城である。 i宣跡周辺の集落である桧LL!.扇町。柏子所・ i草地・仁井田・長

11I奇・塩二F回・大内田.iiiJ戸 Jlj.浅内は戦国期には‘すでに誕生していた村々である。

一.)



2国 麗轄のj尺遺跡A地区遺構分布図
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IJli 4;包の沢J立刷、は宅米代JlIの千I に形成された段l王の一部が，二!ヒに舌:!f(i二延びる地形上に所在

する。北はi村部也に接し，京と西は谷となづている。この谷は取止められ，堤となっている。

i)ヲ襟高35 rnをiWJるり

A i壬の二!とに位置しラ III円

グ 1) F)]-J:_tで安腕した

γ xニ 19.00m 普 Yここ -(:)5号200mを

北に40m 40111びにたグ 1) ソドを ;土

3より!点点を移動

をq:J心として，

るコこの一大グ 1)ッドに

は， 4111 4 mの/トグ 1)ッドを配置した。

グリノドの名称は，東西方向 3 有?と南北方 r~jj 文

る

つ」

h
u

lr
守

}名

ブ

リ

!
レ
ク

‘ao
，j'
 ア

ることとした σ そしてヲ グ1) ド

ようにした。なお，

ることとするハすなわち‘

アル7ァベットはノj、グ IJ、:ノド

とノj、グ1)"/ドカq(万韮むとこん

ごとに

を変えてEA→ ιjとする η

!)方iftlj量で実施した

りで、ある川

Sl 

SB・・.......掘立柱建物跡

SK ・..・ e・・・

SD . 

SKT ......陥し

SXF ......~与i土遺構

3範調査経過

5月11日から向年10月初日まで実施した。

中は句作業員にわjして発掘調査の呂的@賃金の支払い・勤務時間・5月11日

吻ついて 午後から A を開始。 13日，陥し穴状遺構のプランが確認される。

5 -



きれていない。 1R臼，雨の日

( S I01 )グ)プラン

4月に実施された Il出し 1 も

な;ケなか主まない。スライドで計五f)

21日号 :ミ2 穴f:=U~昨日亦( SI(2) のフラン

CC140グリい/ 1，"の掘り下げ開始。

6月三 H守照六台=:)吉長持;(SI03のブラ

Tこれ、

SK01 )うフnラン り

日 J宣t) 。111:::1守 SIOl. 13 I:::l ， 己 KO~ ・SKT01Cl)ギ註 15日， SK 

)氏より中iii式硬

1人で 1ノ

1日守

を{昔用。 25日，

-:.._ "7 

T 一一こヲ Q

7月三日令

14日号打、;出 16 [J ， 17日ラ

28日、文化説号長正之局 s
つ
~-) 

畠 f虫LlJ

A. 

D μ
王

4
十
p
i

門口

自月 3 目、能代 11']¥'[第 1

打ち 6Bラ A地区の宇m

夕
日

目

h
u日一一

/
力
ノ τ 参加。 4日句 C地区のクリッ

よ り [ 三 に て 検 出 さ ;fLた 1棟。 3 Jj!s • 

2 . Pi日し穴:1た --:?"'".，ブ
にの Qo

① 

と二iヒm:汀mでーそれぞれ 2 して情出 u うち 31事(SIOl~()3) 土カマドの

している一出土土器は L-_Riii器をと仁としラ j百(く l}j左き

)瓦器は 1

5101 小 川 南 北 辺 長3‘8mで平!司プラン

を持つ句柱穴はその:出跡がBJ~ H査でない。

をl注き f阜の 3

辺壁lこ沿~ )， 

5102竪穴{主語跡東西辺長4.4111，~Iじ辺長 5111 で，時I f:在来西部は土壌と重複してお i人輪郭が

明瞭でないが、南北にわずかによu、長方形を呈するの壁溝は 3辺壁に沿いみられ，

断している。柱穴は間に沿う 8=~~で守対角線上;こ 3 悲うち 2;民が主柱穴と考えられるつ

b 



床 しまっておりラ 1)グ入 る~.去のピット らは上は史的

多くの土GiiHr;が出土した。

SI i田辺長 .om，南i立長 mでちわずかに σ)づ一つン る。 ~it 

するが雫カ 7 ト、京iWJに る否!5分は1. mにわたり中断している。

出さ hない 0

Si 4111， れた長ん1ラフランを呈し， j昔話与に I~B ま

れた作存F守 争-一一、，g
s
J
 

一
/

」ゲ一 20cm，奈さ 8--12cm 

にわたり中間?している。 でみられるが守小さく 。カマドは りに

るコ pk椛/;!;内にー キ 文明!として列出しており喝 されてい

一?
Q 

SKOl土壌百が惰円形を呈し弓 .32 1.6m l段 [1号λ 深さ 20cm，

SK02土環

を含んでいるが， されたものである。

形;を呈し， 直 径O，44m，i菜さ 12cI11

SK03土 壌 平illiが不竪円形 28m， j菜さ 20cmo
し
ら -を

平曲jが楕円形で¥上i福住0，92 0.8 m，深さ 16CI110 にわたり炭化粒，焼

土を含む

SK05土議 7f三を呈L， 48く1.:321110 

ヲ混入するがー

口
O

円
J

-

つ
ο

o

J

大

い

き

い

1
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し
]」

L
L

'

J

J

q

ハじ

み

ら

ω

凹

見

訂

ち

は

。

落

跡

る

く

痕

いた

て
け

し

受

複
を

豆

お
示
し
/
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cnL 層の 6J言をl注き宅焼土を

SK06， 07ヲ 08土壌いずf.Lも SI02南面部で検出され，

1，6mの方形プランで¥深さ 28cmo SK07は長辺 1m，短辺0.6mの[1高丸方形プランで¥深さ 72Cl11
o

SK08は長軸が1.2mの不j京協同形で，深さ40cmo

07は古い。

06、 08が住居跡より新しし

ウ
i 



10切 i

'F'-If:IIがほぼ円形を呈L，

S 

601， Y菜さ 28Cll1o

土器をiH入した ウンド状

していた。 SK10は，

ており，現況での関口部南北朝11長1.201。

0111， {奈さ40cmo SK13は， 10に♂切られ

SKti 平市は r)出し を宝 L，上111話筏0.88 0.8m 

④ 焼土状遺構

SXFOl規土状遺構 形;i犬t_， しヲ は幅約20c日1で半円:[jtに

4 …1)込みは見られない を検出戸f
、
」

J
J
 

4
e
'
e
 

られた

中より

高さ30Cll1でFLJ

⑤絡し

しているカう多く SvV 方向

内(低

。形:lk(j:-平i在日1:::;が

長斡加古j
、 ノ 》 ーフ

v"l為九 4つゲフえ 立ち上る傾向を

SKγ引絡し宍状遺構間 CI部長車rh3.32 J11管制軸80仁田1110 氏 .Om写
生任事由16Cll1o '[菜さ

1.96 !11ハ

SKT02指し究状遺構開L1 28m， !f，'肩車市84Cll1。 8m，免-i軸16c1110i;長さ 1.) 

1110 

SKT時絡し穴状遺構関口部長軌3.36t11， j京i袖68Cll1。 16m，短軸12Cll1o I菜さ

1. 2m 
0 

SKT04絡し穴状遺構関口部長軸2.96，m，知:軸76cm。二i二底部長軸3.4m，短軸16Cll10深さ

1. 28m n 

Stくす部F告し宍状遺構間LI 

生11軸17CIl1，深さ96Cll1o

SKT06絡し宍状遺構関口部短車ニヒ墳時部哩料i16Cll1"深さ 64cmo

56m， 間iJi由4おじrn
0 

j;_~i 車 96m， 主~i車由

SKT07焔し穴状遺構関口部長軸3.08m，短軸40cm。 8m， X~l 剥1 12cIl1 。深さ

1 111内

SKT08路し穴状遺構関口部長iド1112.8111，生if軸.32cm。土底部長軸3.0m，!j;¥fIJl由13cm。深さ

門 n

iょこcmo

SKT09絡し穴状遺構 I~甘口部長軸3.04111 ，先制160C ll1 o 二!.墳底部長 ilîfH3 .0 1i1， 'p.i軸18cm0 深さ

1.08m ( 

8 



SKTlO~告し穴状遺構関口

1.08rれわ

n1， 2m 16Ctrlo i架さ

2 

石誌は宅~.í:_llさ 2 ， <{:f箆:ゴ令手Ij片石器 6，日i了1:.し，縄文土32も数点出土したがヲ器表の

しし時期不明。 他は二郎日;:;が主として， ;J:I恵器は杯が 1点， SI02より出土したにと

v二ドス
ーー て士、 "c.i 込

杯 ベレ
引ノ として，その時辺からの出土を主とするけ形態及び成)J三

はみられず，いずjれLも口ク口将?形f杉3さjれ/工L

i口J~，:M或まit会 ì4ミ鴇‘五じVぜででτ匂♂‘;i，わ7τずf 古かAぺiにこタ外ト):云£一すすすす一 るもグの〕カf

内湾して立ち上がり，

ある。比較的大!?!のものと小型のがあり，前者は腕部 i二半

にロク口調繋症を留め，下半はヘラ十テ、を施す" ij阿部の立ち上がりは直結i:l犬のものを主と L，

紡錘tkにゆるく内湾するのもあり，口縁部で γくJ の字:[犬に外皮，口唇部で垂直に立ち上がる。

腕部がゆるやかに内主主口縁部で外反する器表面は， 日縁部で横ナデラ納部上半ーから下

位にかけへ、ラナテ、f施こしラ底部付近はヘラケ丈.リ調整をなす。出上量は比較的少ない 3

5 爵

最後に J1夏鞍のyN遺跡， A らカミになっ L，問題点も含めてまとめとした

、，. 

を主としたものである。この場合，陥し穴;[)e土培は時期決定する

物を/JI!:-r:.しておらず，その使用目的と兼ね合わせ，今後さらに険討する必要があろう。

険出した住居跡は 4械であるが，その平面プラン(東西に長辺を有する長方Jl引，カマ

レ;;戸
」、、ー カマド隣接ピット)等から， SI01 ~03は極めて

されたと思われる。 SI04も出土土器から SI01~03竪穴住居跡に近い時期が恕接した時期に

定される。

i司時期遺跡の存在する可能性がみられず，集団が，検出

された 4棟以内に限定される小集落の可能性がうかがえるのそしてき小集落の性格を， ftg遺跡

の例と比較しながら， る必要があろう。

9 -



図
震
w
m
F
回

一

回

喜善

A' 

町、g，_ 
E可
，，，， 
官司

1 

[0 ~ 

お
E
M聞
い
骨
骨

図ム日間 ω~ l~ 

聖書f書誌言説 寄宿



や
動
げ
、
…
叩

A 

品以

場

P6@' P7盛

~H-35.209 

A' 

第 4図 S 102実測図

1
1ム



@
 ~ 

5函 SI自3実現1国

12 



問
戸
工
事
制
予
言

i需
主主『持34.岳部

ーI ¥i ¥己i

p Cj十!

S図 S 104実~.!!IJ国

13 

キ

一関



GPT 
母Pl0工

面
臼
山
ア
山
田
昌
也

愚民

一得)
母子草

匂

持母 P3 建~P7思

円
円G

h
R
 

母P6

⑤ P5 

主8
田町一討幽35.400

鵠

第 7函 S 801揺立柱建物跡

14 



-4凶

r
i
z
e

話j
...!LH幽35.000

-~\、

8
2
2
1
冒司

i

f
-
-
J
J
A叶

良一
H

SKT自1..--..-射実測留

15 -

話国



~I 話i

雪国 S K T 05-07関 .10実j剤密

詰i 己!

事
Z

噌マス
-
5
4
M
I

11う



• • ‘ 

図
書E

(
同
)
際
世
国
登
織
委
(
品
行
1
否
)

(
帥
)
議
議
田
昌
凶
市

関

減
1
国
)



4‘ 

' 

図版 2 発蝋測3!UJU量



‘・

d
a司
e
d'

、

~.， 

'・

図版 3 (1)S BOl・S101 (週一束) (2) S 1 04. S 1 03 (東一商}



• 

• ι 

図版 4 (l) S J 01 (西一束) (2) S I 01力マ ド



‘' 

" 

芋

図版 5 (1) S 102 (東一磁) (2) S 1 02カマド



• 

$. 

図版 6 (1) S 1 03 (東一語) (2) S 103カマド



• 

'‘、
'‘ 

'‘ 、

'且

‘ 

図版 7 (1) S 1 03カ守 ド婚i1i:商品断而 (2)S 1 04 (南-~t)



さ

. 

;，.r 
市

図版 8 (1)(2)S 104カマド



• 

刻、. 

a . 

図版 9 (1)$ K01炭化物III土状況 (2)$K01(南ー北)



• 

' 

図版10 (1)SK04 (醤-Jl[) (2)S K05 (北ー南)



• 

f 

、. 

， 
‘・

図版11 (1)SK09 (西一束) (2)8 K10・13(西一東)
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図版12 (l)S K T02 (蔚ー北) (2) S K T02選織臨時預



• 

a . 

. 、

図版13 (l)S K 1'03 (~t -衛) (2)S KT03遺鱒断磁
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図版14 (llSKT04 (北 J:til (2) S K T05 (凶-!R)
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図版凶 (I)S K T08 (北一両) (2) S K TO事(北ー両日)
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図版16 (lX2) S K T 10 (繭ー北)
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図版17 S 101出土遺物
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図版18 S 102出土造物
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図版19 (1ト(5)S I 0411:1土泌物 (6)5K07出土逃物
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図版20 遺構外的出土造物



桐木田遺跡



るま

る'7.フ:勺る 」はで安時代の可欠人小野'1、町の使用し

日占;とラ J_!j'くから言い{云えられていた。 S
H叫
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t
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p
 

七， ら見

らjしる ものであるとされす されていた n しか

秋田県し宅 このj也iまか 上y)

月2::: .--11月1B， エぅ
ノ 九

， 
~ 
t、

>，' ，__ 
ー ~江7三i!t}Jに属する陶器宅 fJ討すな 7

A》
Fh刈

』、ご
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の本間は小さく入り組んでおり守国閉め用排水路との関連からも

ものであった。このためヲ秋田県教育委員会では，

ヴ
凸
J

、す対

ち

.γ 
制金乞 をはかりヲ るものとした円

r.'そご
てが 4-' 宅

し .000m"二

であったが‘その後の状況Aの変化にわたって行い， 55年度は I区2司900m'だけとするという

山
十 II (1司 600m') も加え4今 500m'となったへそして， 7j(s各部分を除く， II 

1) 2‘600m'を56年度に発掘調査したの

2 と

遺跡名 柄本国遺跡

秋田県雄勝部雄勝町小野宇飯塚

昭和55年度 7 月 28 日 ~10n31日

昭和56年度 4 月 13 日 ~5 月 13 日

調査対象菌麓 昭和55年度 4‘500111'

遺跡所在地

昭和56年度 2) 600mよ

4司 500ロl'

2，600111' 
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と

よってできた予東西1.5-2.0km，南北約10kmの細長い平

地となゥてし為る c この平地の束と西にはそれぞれー倶羽山月J~ ， iH羽丘陵の300-.800mの山地がせ

まつ，その西裾を雄物川が二!と流し，東裾はかつての役内)[1の跡と言われる低地が走るハ

雄物Jli と没 I)~ ) 1Iにはさまれてできた 13然j主的止に立地ずる(現況

は7I¥.0]と 日ji畑地でラ:唯物)11からは東 1k民国鉄 き 二 線 積 立tH号jiの北京1.lkrnO)Ji也容;でらる f

2 

まf 一'て多/JわらJ Y ¥

グ)一人小野小間了生誕(7)f告の lつといわれ曹 これに

ザ ヲ 働 ・ ー て?

っ ¥....v'{)o

1WUにあり，小町が日常使用したものであるといわjし

もその 1つで，小町の!竜の

より保存されている。そして

を佼頼し，以下のよう昭和47年には井戸の研究者としてj;[lられる

を得ている o (雄勝町の賢史散歩より L

1 .秋田県雄勝郡雄勝町小野所在，

イ.白然石 (i疑灰岩い 円形手iニ筒

口 口千手50-55cm

ノ、口 より まで1.6m

ニ 主主深3.9111

ホ s 口球部より事J30-40cm下において令

;叫し、 h マ¥/ ， ;.:.. -:'';> " 

情ついて， その告別!日;を次の通り 。。

をJ脅しヲ夜70-80cmとな 1)，そのまま

~~.、、 は創掘当時のままと認める。

2，右の井筒構造は平安初期より現われたもので，小野の石積み井信もその一つに当るもの

であると認める。

右の通り鑑定する。

8月28日
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本山

秋田 荏[JI=l~ 

3 

本遺跡の周辺に る うちヲヰ1世に し一る れるものは比較的多い c 半符 21叩

( 1回) ヲ 館跡(1悶 3)の他

山脈西麓;(打王には多くの板停ま(:が

以内の域館では山城である小野城跡(1 rzl5 

城である約沼城跡(1図 2)があり， }l[下流から

ーラ

モ)c， 

縄文時代の遺跡では， 1図 6のIJ、聖子II i人縄文時代前期 さJlているの

しかし守 j丘ll:tに入ると

ものと思われる

もほとんどなしわずかに鵠沼城跡において‘

井戸跡などが知られているにすぎない。

A
ぺ吐
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4守iII』ιAt'

τ

，bノ
r十
Lト• (図版19) を見ると， 約50rn にヲ:長さ約50~60rn で西に

くコの字形の堀跡らしきものがあるのがわかる。この堀跡はそのまま
ユー
令ノ

国むようにも見えるが， 者ノ '走る水路などによりかき消きれている。

;十下 された段j;i寺 オ三田で、主 1)，IJI在;土二

ほとんどないが，
/-....-. ，; 

い 雨J¥ヲ は約}3o m を

~RIJ る

第 1層 ( 15~20cm) ヲ第 2 層 (1 0~ 15cm) ，第 3層u高

( 1 0 ~. 20crn )。第 4層鴇色地山こととなるっこのうち句遺物は 2， 3層 I11にあリ，

フランは，j也山直上でわかる

こfLは

じ て 少 な し 主 に

よるためと

ら発見される物が多L九

。
ス一日

大きく見て 2 つに分けられる。 1 つは一辺50~60m の略方形の堀に閉まれたそ

の中 他の lつはこの堀カサ里まった誌のものと考えられる ， こjしは

堀の西辺を中心とする地域のものである、この 2つの他に 長方形の竪穴群があるが， 市

lLら した とどグ)ように係わるのかは明確にし得なかった c

2範

基根は 2 アルマァ Jへえもソト 2

をとることとし司座標軸にあたる

を用いた。すなわち，

発掘にあたり苛 4rn 4mグ 1)、ソドによる

西に 4m くごとに (・・・・・・38，39， 40， 41一一一) ハ 南北の場

ら二iヒに 4m行くごとにア Jl-7ァベ、ソト 2 うち 1桁日 A~H まで、変わり，

(......MAヲ !VIB， MC， MG， M H， ・・・・・・) ，32m行くと 2桁目の文字が変わる (......M G， 

MH， N A唱 NB，......NH， OA......) 

I 中
4
ザ
4
F

を打ーち， ニjしを MA50とし， この点で石if'i.

jじをぷめ， こlしに従った。それぞれのグリソドの名称は 4m 4 1日夕、、リ!ゾド

標名をそのまま棺刑した (MB51， LG45"…・) (第 2図)

4'i 
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一J
L
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下
千
ム を呈し，この中 りを幅約 3mの

関係からもこの水路の東側を I 西側を II区とし

ようなことで 2ヶ年にわたるものとなづた。

I 7FJ けから 5月22[jま した。

F伊-，-ロ

池山直上ま

ド1:していたカヘ

をtl[!¥I)下げ、ることにした 7月301:-1，

ち込みう また I11:~fl~ で・m話ょ1 の土担を恰出方堀( S D](いはほほ直ままで宅北北京;

でお 1)， 

を行った。また，発掘

め 4
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続いている。 8月 1日，

を呈し，埋土中に

でS を杉:出。これら

ニド人民)(の河原行を多く含んでいたが，それほどまとまりのな

いものであづた。 2日から SX03， 06， S K07-(均等の泣構を検出。 SX03， 

あった。 4日ごろから調査区西部を中心にして任30cm前後の柱穴が現われ始めたが，これらは

ず切り合いがj数しし、j二lこミ側ほどブラング)1I在認が甘味な.'!犬況にあて，た。

8月 8E!までに宅 S D 16の北辺及び束i立を検出。 U16は北京部で直角に[t!]がっており，京

辺は50111以上続くことがわかった。また，調査区南部では守幅約三 mの港 SD 15 カ;S D 1ti 

るようにあり， S D 16の手前約 8t1lで北に直角に折l1011ってし hることも判明し

た。この SD 15は I~究所の精子モ等で，)期あることもわかった 1~) 1::1から D15守
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¥l " S D 16均三

J.、

9月に入f)寺村;穴のtJ日:， 1)Jてげヲ J札溝等の断面の実写真撮院を行なったが，作業の途中

で，雄勝畏林事務所から， 9 月いう L:r~ '\の調査を 10Jニ]まで伸ばし宅 7J(~各の西側( II [文)をも，

1ラ600m'ほど調査してほしい旨の玄頼があり，

になった。このため， 9月10日からは II

担分のA、でこれを行うこと

も併行して行うこととし， 1 [玄の実~1iIJ と

を完全に終了したのは 9月20日であづた。

II区も第 l， 2層は軍機にようて除jJしたが，第 3層の色土には予想以上に鉄分が含ま

れており，これがため遺構の検出ははかどらず，結局，第 4層地山直上まで全面を表わすこと

とした。

と併行しながら 10月1日までに II区の東側約1.600m1について地山宜上まで表わ

した堀跡十SD は全体の形としては封i.1f5ではなし北辺かー長

崎き台形を呈することがわかった日そして亀西辺にはやはりその

した。そ

じ土橋があるが弓これは東辺のそれとは異な i人やや外側に張り出している。また 1区の1屈

の内muにある(S D lS)はII[更にも統L、ており守やはり堀内iWJで，二|じJ!1までには達して

おらず吟全体としては，北に聞くコの字形を呈していることもわかった

柱穴は江区の東端で I区の柱穴群に連続すると，也われるようなものも発見されたが，これと

はやや間をおいて守堀の西辺あたりを中心とするような柱穴群が売見された。これらの柱穴群

は精査すればする在その数を地 L.，切り合いも激ししその後の現場作業を大いに繁雑なもの

にせしめた

このようにしなか‘らも， S B 100噌 S B 154， S B 303雫 しつつ， :!hIl跡の断田i
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i玄 な を10月29日までに行ない， その後， レ/くノレ

の確認を同30日までに終えて， I可31日，プレハブをそのままにし， をJl却にーま

を離れた。

日 ラ周 を待たずして， 4月13日から開始し

た♀…冬越しに どにその{宅しさをたたえていた。

4月21日までに訂版の残 f)写 2宅600m'(J)出tt:者救出に客める。その結果， S D 140城跡の西側部分

にわたって切り合いの見られる HiJfおうご箆や?小さな柱穴が密集しているがラ II区:乃

丙部には遺構がまばらで，西端部に SD300宅 301とした堀跡様の遺構のあることがわかった。

4月15日竜江区中央東寄りに SI 203， 204， 20Sとした重複する緊穴住居跡様の遺構を

査したところ ~':illi.丈 il~f 代の平六住岩跡のように粘土で日初〉長をしたカマドを持たない方形の幣穴佐

志一L一
}

『

)
ヴ

hv
ru

一め した S1 ら1朱けH 出土しており今中 tU-，後半

と考えられた九

調芋tltJJFt-Dがあらかじめ 5FJ 13日までと決っていたため，この間，かなりの強雨でも

休まずに行なった。 5月11日までに全ての遺構の掘り下げと実iHlJ， ..J- -.{，A， 、空J-_ 1ー

でプヰミスームニノリ主

吋ついてはとても満足のいくものとはなり得なかった o 5 

月13日プレハブの解体ー を行ない、

と化するであろう遺跡を後にした。

中味と， し
乙一

(ノ(ノ、
λ

，河〕
↓
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J
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2ヶ年にわたる桐木田 した 中低下ド半から;iÎiH~初期のものであ

-::;; している。

，
 

ztA 

S0-け
M

・a
Q
，u
 

r:::ごt~ -r... i_~'--ヲーナヲ 下 1.1
:J ら 亡生こしニヲ令ヘ _lL 1つむ}

ど によって全で中半 と考えら

Hるものである

ではこのうち ついで !ナ>，、
し j._ ~、

、s，，f

-
4
2眉
鍾
這

S
唱
鍾
容
認

各j主l'誌の理士中，あるいは柱捕方から ! . 1:~ を !zl)t立20-:;())に一倍した。二れ

らの遺物は柱J馬方内のものを!注いてほとんどがそのj黒土iゃからのもので弓床面から出土したも

のはない。以下各遺構別に フ
モヨ。

S D 16， 140堀跡出土遺物(図!ik20-23の 1-24) 

坊!跡出十偽造物の?ち， 1区 (S D 16)から出i二仁して図示したのはお 24だけである。 9

11， 14， 15， 16， 17号 22はJJlilsvf北辺埋_L:仁1:1， j屈底面からダJ20C!l1のi士iさのところに黒灰色の

灰の分布があ1)，そこから一指して出した c

1， 2， :3， 5は明 IJ硲付i旺o に l， 2は と言われるものであろう。純白の

素地に鮮明な ーし
V

9

、，、
'
1
ツ

、
}，

 

ゥた透明感、のある乳白色粕が!底部を除~，て全体を覆う

は深いケズ 1)高台である。見込みには重ね焼きの肢が明に残っている。 3， 4はややく

すん ない灰白 ~かけられているつ ， 3、

4内面の染付文様{土解中|司自文とでもいうようなもの。 5は素地'rrllともに 1， 2に似ているが，

口1宗吉fjP'Ji!1lJに さu-てし 1る「

6弓 7はi明['1

8はしミわゆる のノト鉢か。外júiは抹 flll の i、ー士山にI]}j肯色の 1~111がかかっており号 内出はj夫位

色を呈する。

9は初期伊万里純である 1

10-17は初期H:i士万里染付 1111. 1. 'づ1.Lも{氏し 1
ザデ、、

'-.， 
叩グ〕 見られるものもある。

10， 12は内在IIに夜色の1'1[1の染 o 13-17は淡い防総色がかった色の染付ハ口紋部下に波状の出

〈

M
U

A
寸



[11が縦に

18は初期伊万里

19は

あり， !長雨iに

口、;ν
 .ケ十ムハρ

 

レ戸一
づ
Q 

見える。

波状とな

って残勺ている。 )- どがよくバランスを保勺ている

20は F.lfiJ!:系 (7)i長鉢η 与~38[:R195 とほほ nD じものであるハ二次的な火熱によるものか内面

がうす黒く焦げたようになっている

タト j(j[ と fJg!(!1 口三:吉I~ に フハ官
、寸

F

i

ぃf
J

h

院
U

S
し竜?力「ノ

，ーダ くかけら iして

いる

22~24tまJ-'ì 口 ものであろうか 叩よるおろし日カずある。

nM 

A
ト

3

をl三: し :: :?L灰 i入内外国ともにiil手しがふ;に縦

ているハ

S 0300出

器:1fごは碗で、あろうか什内 rfri におI~itm ;を下地に

淡い緑和lで青味は少ない重ね焼きの肢がRF_IU奈である《

S B iOO出土遺物(関J;[i24CI)27， 

っている。外面は

P 1] 埋土 ri~i から出土。明白絞染{寸前。 28は P 1 埋土 rl~i 出土の片口

!i古士の中層とおろし日部分は澄色を呈する♀楠商工具でのおろし目

ものであろうか行

日一ハ
¥
Uは

内

り
J
F
]

の 1-4土，1立は S

S 1203出土遺物(図版24の29)

珠山i系の!二十日鉢c 口径は約31.5cmo H同部がやや丸味を帝ぴる器形になるものであろうか。口

縁部内面が粘土紐貼付によって肥厚している。内面には楠歯工具による 1単位 8~10条のおろ

し甘カiていねいにIむされている。

Si日出土遺物(図版24の30司 31， 25の32~34)

30は内外向に鉄柑をかけたヲミ日向であろうか。 31は初期伊万平瓶か。 32は麿津系の間て1 内

問の底而ではその下に 2本の弧線を対面にJ笛く o 33は初期伊万里碗。 34は明白磁染付血と思わ

n会

S K 125出土遺物(図版25の35)

産地不明。瓶か長顕壷か。外面にはお11かく流れるよつな鉄Wrb，内面には黒っぽい朱と思われ

る付着物がある。内山に成形痕が銭っている。それによると底部を造った後に!福 1~ 3 cmの粘

を巻き[-げ，指頭でおさえ‘ロクロ回転による調整を行っているが、胴部上半には指頭痕

が明に残っている。

- 49 



S K 57出 ( l:m版25の36)

J-
」ー lLる中

内面rjは

口まから目立!;にかけ灰;rrll が ~ACf-している。胎土はH音青灰色のいわゆ

を呈するが， 多分外1Mの!JIriJ中央以 r'"も同様の色調と忠、われる。る

S X211出土遺物(図版26の37)

r~çiHI 系片口
-P

、J
fA-Ei 

f--L 

，I
ドシ万円エ くなる器形と j41わiL， BitiJ古rjで、わずかに厚くなる

、り よる l 口はづ'つ されている η

S K 154出土遺物([ヌIli友おのお)

珠山系片日体の日阿部下半舷!二十 1 7条以上のおろし向が施きれている，

S K  

下がある

SK関出土遺物 (iヌIIt反26の40. 4::;. 図版27のお)

40(土持主系の1m I明亦特色の素地にオ I)ーブがかった!民色の3rrIJがかけられている υ 削出高子;

じた}カブトが明!緊に残勺てし 3る。 42は33凶54とi可じ形態の明白磁染付血。 43は片口

ものであろうか。底函，内面は赤褐色，外部はfI青青灰色を呈する c 内而の特に底而はおろし呂

(図版おのお。 41)

内外屈に ない けら は}'kfr!lの流

がすりへってツルツ lししており使用の激しかったことを示している。底部は回転糸切離し，か

たくて，ょくしまり境成良好。

S K 112出土遺物(

片口 であろうか 外国は 内面はによL を呈 L， 胎士に石

を多〈含む。おろし日は l

S X 160出土遺物(図版27の45・

45， 46は)守口鉢。 45は唐津系、のもので、あろうか。 46は地元窯の産か。丸味を持つ口

からおろし白が施されている。

8呆のi蔀 吋よる。 28，46などと河期で、ある。

S K 1 創出土遺物(図版27の47)

ものであろうかコ大安の嗣部破片弓内外出ともににぶい控色。胎土中央部は火熱が

とどかなかったか青灰色を呈する。外面はiJLいヘラケコぐりの後植物性識維束のようなものでナ

テいている日

5 K 110出土遺物(図版28の48)

あろうかー 底部。内外出ともに.~~' ¥， で可胎土は 外面胸部下半は

ヘラ状工具でていねいにおさえられている。内面底部では v、わゆる灰かぶりの状況が見られる

かたく，よくしまっている

S K 118出土遺物(図版36の49)

- :=iO 



あろうか。外出はにぶ<，黒 L、。鉄;fr!Jか。杯部内面にはやわらかい感じの乳

白色紬がかけられている。

2 )そ 出

十.(7)陶磁器の破片が:犬m5分で， J2/-'子に掲げるもの以外はほとんどが，制値片である。

( rz;gJ:i29 (/)日0，;:rJ (/) fi広j

68は明の青石i旬、と忠われるオロシ!il!." llrL底罰に櫛商品、!夫主民を:iH仁科しすロシ日としている

オロシ自は数列が同一方向からつき刺きれて並び守隣りにはそれが逆方向から施されている η

50!土内外商とも

ろっか。

支醤(図版29の51号 52)

マ。'五
一
}
ノ

/し
V 内南底に ある o Ii宛になるのであ

内外面ともに黒い天自制。:51は碗、 52は瓶の口 でJちろっかの

(図版29の53)

内外部とも灰白色:袖の下地にラ外lfIiは全部司内在iit土口持部にのみ緑H未の強Lミ青*菜料!が

かけられている n

南方系染付(図版29の54)

血。内外面ともにやわらかい乳白色;frlJ0 内面には焦げ茶色の染付が方自され，外面頭、!ごは縦に

l_I:lJoになっている。

明自議染付(図版29の 55~58 ， 30の 59~63)

55~61 は皿であろう内 62 ‘ 63 は碗か。 55. 56司57はあまり透明感のない浅黄がかった灰白色

平111が全面にかけられている。内面胴部にはくすんだ灰結色でラ波状丈的な解品|司自丈，底面には

草花文を描く。

58~61 は染血の絵柄が前者とほぼ、同じ。下地になる紬がやや青味のある乳白色粕。内外商と

もに部分的に淡紅色の部分があり司受付にわずかに砂が付着している。

62司63は底部のみの破片。胎土，和iなどは図版20の 1， 2に同じ，高台はケズリ高台である

が， rrn.に

(輪花血 i (図版30~64) 

底部を除L、て淡黄tijE色の灰:f出がやわらかくかけられている。内面の嗣部立ちよがり部に輪花

様のケズ 1)7うf方面されている。

瀬戸系灰軸梅器(図版30の65モ 66) 

65は碗か。 66は盟。 65は外面と内面のわずか写 66は内外面ともに光沢のある灰粕がかけられ

ている。両者とも細かい 入っているハ

1
3
ょ

には



志野灰輪車(!21版30~67)

内外出iともにあまり光沢のない灰1'rhがかけられているハ

(図版31の69~74) ( 97) 

69， 70， 71， 73， 76， 77， 78， 79， 80は皿。{止し寸叩犬、 1)i缶古からやや内向気味に立ち上がリ

日続苦じで「く J の字形にI引き口腎古じで1しくおさめられ， 口域内側に一条の~:仁紘をめぐら

の皿である。ケ:之、リ出台部分にはしミわゆるカブトやチl)メン HJLがよく残っているつ

は重ね焼き ように円形に廷るものと考 69宅7七人 71守 7札 7民、のように:3-_ 4つのぷ

となづて残るものとがある G 内外国にかけられたTIIiは71， 77， 79ヲ 69， 70勺 7:3電

89プj;j長打

おろし自は.... ~-，ラ

ある 761立高台内面までも 'fl~1がかかっている o 79ラ80はおろしlllLヲ

を科位して地したものである η

75は(苑 rJヨタト泊j~こ

れ、ない

た乳白色:frl1:デかけられている一 7 76ともにJ点ifEであるかもし

72宅は/ト主主のようなものかラ 74の-柑は75に酷問、しているつ

95はゴζ型の!売台 内面には乳白色%rflで波状丈が描かれている。これは!幅約 5

:!犬を呈したJ二呉を日同部と底面にそれぞれ一周させたものである。

'なるものであろう。内面にはアテ道具:広がよく残っている υ ア

2.5cmで外面に!TJlf;のイボイボ状の 6 - 8-í田で 3~4 段ついたもののようである。

「
J 

このため駒吉fil}:l1nU として円形を抗くように している。桐部外面は刷毛

:[k了.具による れているつ

盟(図版33の81-86，図版の87~94) 

81はいわゆる伊万里青磁と呼は'*.Lる碗。外国には青味がかった淡緑粕が， υ唇部のみ茶色の

和iがかけられている。内部には花蝶の染付がある。花は 2対のI詣であろうか。高台内の文字は

「福」であろうか

82は図版21の10と全く同じ血である。

84~92 まで、は i涜 o 90， 91は胴音じから口

93宅94は徳利であろう。

設;1""系梅器(f河 l~ri36のりお~1(7)

107をi注いて片仁H千三で'chるc

Q 。

98は IJ 在31cmで直向気味の!阿部から仁川í;式市~てかわずかに内 ríi] L号 口唇吉rsは光っている。おろし

日は口信部から5.5じがFでわずか l条だけ見える υ99は丸味を持つ厚味のある桐部から U

ヌしくおさめられているつ柄工具による 1j単位 5~ 6条のおろし日が仁1~~?f{部から地さ j している。

100， 101は薄手の器体でu~;ik部に午、11'(肢がある。 103のおろし日は 1 単位が 12条・ 105は 10条，それ



で地されてお 1)，105のそれは条が深くヲ扶f)取っていると言った方がいいよう

な部分もある。 106は図版27の44，46と!司仁系統のもの。

ろうか。底部は抑止糸切しである。
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5 

雄勝町桐木田 昭和55， 2ヶ年に1J支る についてはこれまでj主べて

来たどおりである。検出 そのまをヲ 出 {ま

から予想された 内容とは}，:.きく異なる であった。 以1ヘ グ〕 ;二 J っしミ

ペF 土~ 1-1、ィふ;:. ! 
¥略之ト ιーグ) '_グ1-/::'ν ミ。

、s，J
e--a縄三 について

出ごとした {土 二仁:訟を除けはもいづれも j'1-世初期!のもので J ぺfi 1---1-
tJV'ノトム

点もない。ヰIHt~ 近世の (分けて.3JI月に分けられよう。{工)王制+[系片口誌をr:tllL'と

Jる 14世紀初のもの(注 1) 。 などを中心、とする 16世一紀

初期伊万里を中心とする ~17lli.-紀のもの。

なお宅上記の時期以外に ば以降の陶磁器も j宝物中に含まれているようである。

つ1
""" l 

について

j宝物の出土状況の工買でも述べたように，その 時期を にできるような形での資料ー

は得られなかった 4 その中でも号いくつかの遺構についてはわずかに手懸けを得ることができ

たので略述する。

S 120.3竪穴住 出土の珠州系、片口鉢は，その器形，おろし呂などからして1.3世紀

末~14世紀初めのものであろうと思われる(注 2 また S K157方形竪穴状 くの

坤ープr-_rFIか JらtBi二した と思われるものも 14世紀~15 世紀の年代を与え f号ょう S B 100擁立

柱建物跡柱掘方1)すから出土した明白磁染付腕と

であろうと思われる。

かと思われる片口鉢は16世紀のもの

室町時代前後かと思われる どは明確な入口部としての掘り込みもなくヲ焼土そ

ものであるが，縄文時代の竪穴住居跡のようなてれ自体も単にワラなどを焼いたという

いね Lミな貼床をし されているものもある(控 3)。また方形竪穴:1犬遺構や長方7[:;竪穴状

自ヲ

中にはけラ!売のような黒い院が!克也iあるいは理土途中に見られた η これらの遺構の具体

については不明である。

注 1 古同様rj!易 11m賀・珠外IJ

鉢の分類をもとにした。

注 2 注 lに向じ。

j主 3: これら竪穴住民跡や早大.~Iたの j責措は，その tlH土の土質司状況ー出土遺物などから見

3 1 9 7 7 小学館 の珠 州 陶 片 口

ても縄文時代の遺構でないのはTi在実である c
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司 噌-
図版1 よ 遺跡漉景 (東Il>)

下同上



' 

図版 2 Jニ 1区全景 (l1li，..)

下 S D16場跡期辺(東11>)



車、
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-.; 

図版3 よ 5018東辺(1I1J>) 

下 50140郷跡酋辺("'IJ>) 



図版4 上 S 016郷跡東ill.(北砂}

下 S 0300・301娼跡(博1") 

司，

-ι 

• 
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-. 

図版5 上 S 018場跡断面(商辺)

中 S 016娼跡断蘭(東辺)

下 S 01811跡断面(北辺)



図版 B 上 S D15A・8鴻跡(高砂)

下友 S D15A・a.跡(東11>)

下右 S D15A・8潟跡(東悟}

4‘ 

、，
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図版7 上 S X24土柵(東惨}

下 S X 150土偶(東砂)

477-d 
ι 



図版 S よ t区・中心邸(高砂)

下東部柱穴瀞{東惨)



. 、

H 

" . 

図版9 よ 西部柱穴君事 1 (西砂)

下西部柱穴勝11 (陶砂)
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図版10 よ 58100熔立縫建物跡 f鶴...)

下 5 81001lil立柱建物跡栓穴5K137(南"')



' ・.

~ 

-. 

図版11 上 S B 153錫:1L桧11物跡(高砂)

下 S B 302錨主柱建物跡(i!!i'") 



図版12 よ S I 203 ・ 204・20~豊穴住居跡{南炉 )

下左 向上断面貼床状況

下右漬物出土状況

... 

司，
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;伊

図版13 よ 5 1 203-204笠穴住居跡 (北惨)

下 5 1203・204・20S.R穴住居跡 {北砂)



s.. 

， 

図版14 上 S 1108竪穴住居跡(西惨)

下関よ (商惨)
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、
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図版15 よ 5 I IO!!穴住居跡(高砂)

下 5 I 11!!穴住居跡(東砂)
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図版16 よ 5 K211.242・225など(高砂}

下 5 K216・217・218・21ーなど(爾茜惨)



-、

• 

図版17 よ S K 227 .228.229・230など(西T>'

下左 5 K 147長方形竪穴状造機 {笛惨)

下右 5 K 208 (酋砂)



-

• 

凶‘、
図版18 よ S X03.石遺構(酉惨)

下問」ニ {高砂)
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~\~.戸 ・

図版19 上明治初期の地籍図 {ょが北)

中漬物出主状況

下 向上

.，.íi~ 
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図版20 遺構内出土陶磁器 (1)(5今1/2)
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函版21遺構内出土陶磁器 (2) (S毎1/2)



T 

図版22 遺網内出土陶磁続 (3)(Sと 1/2)



~ . 

ー.

a・

図版23 遺織内出土陶磁織 (4) (5当1/2)



図版24 i量織内出土陶磁録 (5) (5肴1/2)

q ， 
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図版H 遺稿内出土陶磁器 (6) (5当1/2)



司.

図版26 遺構内出土陶磁鱒 (1)(S与1/2)
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. 

図版27 遣事情内出土陶磁縛 (唱}(S匂1/2)
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図版28 造事構内出土陶磁録 (9) (5;" 1/2) 
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図版29 その他の出土陶磁絡 (1) (s句1/2)



司自を

• 

図版30 その他の出土陶滋縛 (2)(5持1/2)



吋.
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• 

図版31 その他の出土陶値鶴 (3)(5 :'1/2) 



‘' 

図版32 その他の出土陶磁器量 (4) (S ~ 1 /2) 
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• 

図版33 その他の出土陶磁総 (5)(S肴1/2)



• 

• 

図版34 せの他の出土陶磁器官 (S) (S員1/2)



司匝

，、. 

ヌ・

図版お その他の出土陶磁畿 (7)(S!; 1/2) 



ー包

図版36 その他の出土陶磁緑 (8)(5 l，; 1/2) 



蒲沼遺跡



る

さ 出 150~ 1 fむに所

}~Hj [::J ~21 日まで\

田
f 
乍 A

} 

ープ〆ろ，ー、 より る計画が

を ~':;t~ くして詰また る ~i許可があり守 f
ノ
4F

L
5
 

電
F

を攻ばすと:考えられた。そこで秋田県教育委員会ーでは工事に先立ち本路部分の発掘調査を

づて守主LJま{長存を!:ZJf)宅 今後の宇H二支ーする事とした

調査槽イ左員

調査協力機関 秋田

八郎潟町教育委員会

秋田

今
2
晶

遺跡名

遺跡所設地

調査期鶴

調査対象面積

調査蕗穣

調査主体

調査担当者

と

干J~ EU県南秋田君1;八郎潟町蒲沼150 1地

G 月]日 ~6 月 30 日

1.075m' 

1.075m' 

秋田

柴田 ンター)

山内鎮却;句品山正三，伊藤金作ー伊藤鉄雄，小玉久、小林茂

伊藤繁夫，伊藤義和，石井エミ，岳山恵作子，相馬チサ，伊藤トモ

エ，ノト判IJノリ，伊藤キミ，谷村アエ，相馬ヒデ子()I1員不同)

整理神業参加者 杉原敬子9 奈良淳子、石 L尚二子，佐藤真切子，保坂千秋，松本千秋

発掘調査参加者

ーi占
ハ
H
u
，L
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第 1菌

正、"-ーとL)



2 

と

いる円本j宣跡の周辺地形はラ

よリ丙77約 1kmヲ

今流入する

田部 1;-)0-1 

日
μ 方不)1 kmを

西流しており，京々には森山，一 あり，森LlJは としてJJlら1，る山

ある n 南東Yゴiムjには雫駒民ヶ森を あ i)ラこの 2つの lI".陵にいだかれたかっこう

っておりヲ

数の水Ul地帯となっている。 J 
u Lミア1(仔i

ぴ河J11 (7) 1'1 

中に{立置している。

して可県内イJ

2 

(第 l図 1) 干し v円、

'_、， し

た円二 0')遺跡からわずか約500 {14iと11乎ばjしている貞和 5

八郎潟国了には板碑が多くあり，

ている。ほとんどが南北朝時代(

i記 板?ï~l~群カ t分布し

にかけてのものである門こ を抜

lテ ロ1 の所に，縄文時代中 Jl:)j の ?J~[11遺跡( 2 )があ 1)，昭和27年， 31年に

されたっその結果円筒[--謄 A毛 B 8 a‘ 8 b噌 9 された。沢FEl

遺跡から北東方向へ約 1krnll た所に室町末期のLL!城と られている;甫1成(.3 )がある

ら南東わずか200mほどの所には中世城館と考えられている押切城(4 )があり，蒲

沼遺跡との関連性がうかがわれる。五城目問Iにもこのような中世城館が散五している。

第 3節 j塑辺遺跡(第 1図)

周辺には司縄文時代から中t!-tまでの各時代の遺跡が多い、縄文晩期の遺跡として

( 7 ) ，同町中泉町‘遺跡(ヲ)があり， 匙-
G
 

出

土している。弥生時代の遺跡は井)11町の新聞A， B (14， 13)があり弥生式土器の{也石

ぞ1匙， 斧が出土しており，組痕のある土器g-も見つかっている。 県内 いさ

れた唯一の占i古として五域自由Iの岩肝山古境群 (10，11)があり，昭和36年より

き H た。きらに沼泣~;~;よ 1) kl11の戸Ji'(.二司干，111奇蹄 ;(12) カfあり

わjし 捌57IJが発見された。 IU として， 器守土師器，*}j j;乗車，木簡!凪木片
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る。このi宣骨かは秋田おえ以~U，こ手庁たな相!日時;カf発見さ j したとして注目された遺跡であり，

秋田部衛跡の可能性があると考えられている。この他，の遺跡としては，五城目国Iの雀館

古代リ市;( 8 ) ，井川町小泉j立跡 (15)があるじ中世に入ヮて，五城目 IBTiこ砂沢城(5 )が

あり昭和56年に発掘調査された c この Ii;JiìJ<城跡のJももと付近に (J'ht~窯跡があ 1) ，昭和41年に調

査きれたがその一段消滅してしまった

に
リ

+リコ
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第2層 ( )亨さ 15~ 20crn )オ I1ーフ黒色(5 Y予言)粘

陶磁器、木製15!? 土製品等が出土する。

第 3層 (厚さ 15~20c!n) 11音オ 1)ーブ灰色(5 G Y 

く締まっているの 古代の土器が出ゴ二する。

第4層 (厚き1O~15crn) 階級灰色 (7.5G Yぢ)

3 

は八郎潟の残存;iむか 1:)束に約 1krn 

のJ{出λ〈に 1)号かつてここは江主将となうた

7
f込

'広けし工作、J
j
}

ムノ
ト
h
け

品
川期 ] kmにjち

jヒH!1j手7j30Urn 同
口

?山一

U

叫

'Gーし

に馬場毘の!日 あり~ ~~ ?~~えのたぴごとに

をj玄んだものと居、われる。このた

め宅遺跡的土層は宅宇[1]皆 LI]{主体である

分的に去 i二から約50c!n下の 3)蛍と 4)語の間雫

5層の下に薄く砂層が入る地点もある。

j宣E専の土!習はおおむね以下のとおりで忘るワ

第 1層 ( I享き 10~15cll1)オ 1)ーブ黒戸(5 

Y与C)

持立母語懇意m

3O 

/ト艇を若干含む~

1， 2}語より が強く，石更

この上に 2~ 3 cmの砂層の土佐精が

見られたりする。

第 5J百 (厚き 10~15cm )時株灰色(5 G弘)粘賀土。粘性は上層に比べ弱 Lミ。下部にいくに

つれ小慨を含むようになる

2 選:物(j)出

今回の調査では遺構は検出されなかった。しかし遺物は第 2層から陶磁器，木製品，土製品

などが出土し，その下の第 3層からは須恵器，土自ni器が出土した。出土した遺物は点在してお

り句まとまったttlt点はない。
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2 

を対象として行った。 1-与
望どうh

lヰ
Vふ

10月21Bまでであった

調査の方法は任意の:1;!こ準点を決め，それに従って平板で束尚南北に延長し 10m毎に坪掘り

を行った 必要に応じて土層断而国を作成 L 造物出土;lU

今'』

{土手た!有

に基づいて昭和56年 6月 1日から 6月30日まで突抱した九グり

した C地区の C 1控抗を基準点にして東の C

Z控抗を結び東丙の基準線;ごして号それを A雪日地i互に延長 Lた。ク iトリドは 5m 5mで設

蓋した'} 7!(路!揺は， A 倉 B. Ctl1U:{がそれぞれ m 写 3111， 2 111なのでそのl揺に従って調;在を

実施した。

グ 1) 、ソドの呼祢は A写 C地Kが西から東に守 B地区は南から北にそれぞれ算用数字を lから

付し，各地区名と組み合せて用い (A 1， C-1など)グリッドの南東偶をグ 1)ッド、名とし

た。

蔀η
A
一一-

昭和53年度範閤礎認調査

は昭和53年10月16日から 10月21日まで実施した。対象地域は昭和54，55年度の

で，対象面積は約20，000ぼであった。昭和54-年度分をA地区，昭和55

を日地底とした。遺跡地内は水田でj勇水がひどく守発掘作業は困難を極めた。 遺物は A

地区では全く検出きれず守 B地区で点在して出土した。出土層位はいずれも粘質土で第 2層か

らは胸磁器，木製品，等 3層からは二!二師器， ;F(恵器が出土した c 南側では，第 3層か 1m以←と

もありヲ 出土しなかうたの

‘昭和55年度;立場詰地域内の

跡の範囲を推定した。

とした司

っている所を中心にして

2 

調在期間は 6月1日から 6月30日までの 1/，-月間実地した。発掘調査に ち， 5月27日よ

~)H 



1 )杭打ちを行ない， 5月29日にプレハブが建てられたの

6 )~ 1日機材を搬入し， c 地区から調査を開始したの II層中より陶磁器，木製品が出土した。

雨期で湧水がひどい。 G月4日 c地区を終了したむ 遺物は陶磁器片，オ二裂品が少量ながら出

ゴ二した。

日月 5t:I宅 B 

をihl:，り水を抜く

6月 8日弓 A 

入る η6月6日‘
ヲ

Q おド

ナヲ-， ; ノ I " _ 0 

入るη5グリ 1ソド ある ゴ二した。オd存IIJ話

カ;~ 5 111と うように進まなくなったり 6月12口， A 6， A… 7グ

リァドに残っていた建物跡内コンクリートの土問をブルで除去した。その後弓杖打ち作業を

う。 6月刊日.雨がl年r)統き WH1)の水路から 7]'(があふれ，作業に支障をきたす様になうたので

国に排水を 1J~\ る。 6 月 22 日， 23日ヲ終日間の為作業を中止し，プレハブで造物の

j;t汚'1-宅

~1-:ILJ から

を行つ 6汀24日ラ A -16グ1) ノド付近で陶器宅木製品の出土が多し

を行う n6月29B， 

をして全ての調去を終了した c

を宗冬了し， I司30IJにプレハ7'、の
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1 ) 検出遺構

j全出されなかづた

2 )出

土器

土部器界(図版 9の 3) 

I 1̂ 

らわずかに丸味をもって立ち乞がる n 底部は回転糸切り離し，内耐iにロクロ症が残 1)

外商はわずかにその痕跡を残している。口径12.7cm雫底径5.3cmで仁i在に;吋ーする

0.41である。胎士は普通寺焼成はやや不良でう色調は浅黄桂色を呈す。

(間続 9の1. 2) 

1 ?とも底部で今 日立底部からやや外{頃気味に立ち上がる形と忠われる。 2は低音ii外出に

成形のあとがあるが守デコボコしているハ底部からペコペコ外皮しつつ立ち上がる形と思われる。

1， 2とも色調はにぶい黄1音色を

須恵器杯(図版 9の 4) 

口縁部をわずかに欠くが完形に近いものであるロ底部からゆるやかに外傾しながら立ち上が

るの底部は回転糸切り離しで，「分j の墨:蓄が認めら;fLる。全体的に器厚があり他の土器によじべ

あるの口径13.6cm包底径6ふ 5cmで仁i淫に対する底佳の比率は0.48である。飴士写焼成

とも良好で色調は内外面とも灰白色を

須恵器護(国版 9の 5) 

外国に縄自のタタキ呂があリ，内閣は青海波文である。焼成不良で赤褐色を

随磁器 出土陶磁器は初期伊万里染付，唐津系施ffU陶器，瀬戸‘系施和1陶器，舶載陶磁器等が

ある。

初期伊万里染付(図版10， 1 ~22) 

組l片ーが多く，完形品は全くなかったができるだけ図示した。これらの Iゃから特徴的なもの

をあげると次のとおりである。 1~14は碗である 1 は草花丈と思わ鮮明

地の染{すと比較して，やや白ヮぽいc3は桝文でヲ器厚が全体的に厚く安定!惑があるの 5も底

部から腰部にかけての器厚がある。器面はやや凸凹があり， くすんだ淡灰色を呈している。 7

は他の腕に比較して

9の文様は鮮l判

ら腰部にかけての立ちーとがりが緩やかである。

で司深めのf!jlj1) tl=lし高台である。 10は他のものに比較して

らIJ嬰部にかけての立ちとがりが綬やかである。高

100 -

入る。

きく、

している。



11はi荷台iJ{{止し し1
u 

ム
日 は;frl!がなく， I -プ 1‘)/ム

レ 」 ν .1ムぺ品

のある ヴ--1'0) 0 十Hこは ~rh カ f なく， しているの i引土日
~.~レヴ

とめ Q ハ

12とほl主liIjじ器11ラと品1われるが¥器厚は比較的ylliIt' 19は仁j て合あるが雪 印.11ヲを

呈するものと忠われるのは内部に棋を

い る パ は 者iiグ〉のり r雨

(図gJill，:23~ 

0; TJ も¥，.'¥ 
-♂ー F

口
』

7
ノロ

3
J

一一d
レ
日
げ
ト

nLMHμ 
H
nリ

門口

を有す る はCt:e'fr!l

あるわllILと思われる。 2~)は

し

まは:散をIむきない n

さず， ロ

クロ!主形症がUJ.]

し空手!fTは

l斗 で員ー入が入る 28は内田iに

をす。重ね焼きの跡が鳴っている n

を明n奈に

'{/，、 l
{ ~;三 ν

J斗

音1) よ IjJやや r-~. に 三ていて緩やかに立ち上がる 1 器形は盤であろうか 29は内面と

~rl1 カ fかか1) を里し宅 ?~if gえはサ、ーニ予ザラしているの口 ;ニロ7);-["ずし A ていたもで)~-

口 フ
G ，...， 重ね焼きの痕跡が明 る。削り出し高台で苓

で守 タトI出は!天内

三〉

内面と {土利が部分的にかかる

を表現している。 ;34は った して

V'る。 36は， 内面の下はかなり している。外語は った黒色を

る。

瀬戸系陶器(図版12，

45の 1点だけである。

らがあるハ

舶載陶磁器(図版12，37 ~44) 

糸切り痕を残し外国だけ淡い茶色の柑を砲す。柑は薄くむ

37~39は中

口 ， {炎し

白磁である。 37は高台部の破片で，和]調は成色がかった白である。 39は

である。 37~39は血と思われるr. 38は腰部から急な立ち上がりを示すもの

で，外面iには成形の稜が明瞭に残る。内外国とも

肌が見えているつ

外国iは精ののりが悪く部分的に器

40~43はいずjしも 品で 40唾 41は るロ 40は内出カ'lJRカfかづた l' 

見込みに
、
J 
-~ 

」

ヲ
(
V は体吉fSから腰部まで灰白色の利がかかっている。 41は内

面カ{?炎繰色か深みのある てい見込み部に重ね焼きの跡が残る。外面は{本部から腰部まで紬がか

か 1)， くすんだ灰白色を呈している。 42は 口 と思われる。;主口

が欠けている し外面にのみ;rfli 。43は輪花園iで手rJrは灰色がかった

ー貫入が入る。外而の!陸部と内!冨の口

ー「、、
'-， 

高台及び、内面見込みまでは及んでいない(
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Lっ まで彫刻刀:[犬のもので縦にIIJ話4rnmの長く浅い削りを施しているが，そ を回る

ものと思われる 0

45は朝鮮系の自称陶器で高 λA している。手由は

い孔があき，砂粒が付着している。畳イ寸は無柏であるの

そ己号龍の摺主義器(図版12，46~ 71) 

で気i包が入ってノトさ

陶路器が多いが， 46~48は県内産のTî.城白焼である可能性が考えられる。

46は良部が糸切り離しで宅体。古15が底部から緩やかに立ち i二かるむ手!lJは内

黒と時緑色の粕がまだらにある【タト面は一一部にWlllが流れている一 くヲ 日台二ttニ

混入している。 47は査で柄部がふくりんで口頭部ですぼみ， n政部をつまみ出す様にして幅1.3

cmのヂ担部を作り出している。 48は仁i縁部を内と外につまみ出すようにしてi福2.2cmの平担部

を作り出している。 47ヲ4xは茶掲色を呈している。

49~51 は薄手でllll形になるものであるの 52 は弔薄手で灰白色を呈 L ，器面がザラザラしてい

Clo 

53は時赤福fFl，で内面にアテ絞痕が残る。

54~62 はいずれも口縁部であるカ斗雷鉢か盤と忠われるもので口径がお~33cm と大きい。口縁

部の形態は①肥厚するもの (54~56 ， 61， (2) ，丸みを も つもの (57， 59， 60) ，③「く」

の字;ぽになるもの (58) などがある。 57は青灰色，他はH音褐色を笠す。

63~71 は t~.鉢である。 63 ， 64はによい褐色で胎土に砂が入りヲ内外商ともザラザラしている。

同イ国体であろうロ 65. 66は深みのある茶色の手rilがかかる。 67，69亀 71は暗褐色である。邸宅

71 は赤褐p¥である。 68，70 は赤褐色で器面がザラザラしている。



F
司
副

と今回の調五 は全く検出きれず， まうて出ゴコしたf白点はない。

ニヒ!'lm器写須恵器のf忠に陶磁器宅土製fill-陶製ifA，石製品， 仁1
1111， 

仁1
II~I 

が出 ~ll~ たム

士山口P，沼恵22はうお11J十が多く図I戸で、きたのは!二n市器材"， 戸、

き!成形で号!庄15点であるハその中で泣
一円、
( )，~1 ト苧-t"<ヴ1

山川'- /、宅 一、， ~ l主ロクロ

はi司転来切り離し 5点とヘラ切り離し 2，S1:があり，ヘラ切り離しのqJの 1点だけ言閉経のナデ

を方面すものがある。その r:ドに 1 ある。

陶磁器は示111片

染付守

一 > - >庁』仁，

のものもヨシミ， ま/二 ものもあった。その中

Fl月末の を占的、年代は16-tfr紀後半~ と考えられるけ

遺跡の周辺には市東約 21、mに秋田部街路lと推定される行111奇 遺跡 ，切 の西 約合 同に は海 在

;尺窯跡などがある。本遺跡出土の墨書-jJ-器の存在や境虐;器の焼成地の問題などからこれらの

跡との関連性が考えられるつ

j宣跡の 隣接地には沼地と中島を利用して築城された押切城があり‘ は天正{

全く発見され1573~ 1592) ~ (159G ~ 1615 )年間七百{詰) とされる

なかったが，遺物などからして本遺跡との深い関連性がうかがわれる。

誌角 !II I11日本地名大1i辛典 5 秋田 昭和55年
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， 

図版 1 よ 遺跡遺量 (議山から北西を強む)

下遺跡湯 量 けと砂南)



~ 

. 

a 

図版 2 上 8地区鯛葦終了後 (i蒋惨北)

下 B地区側1:前 (南砂北)



' 

• 

-・

• 

:r 
、aト...， 
、甲骨Ji;・4、l

、'相，

図版 3 上 C地区調賓純了後 {西砂:ilt>

下 A地区飼}I{終了後 (511)JIO 

‘d 



.肉

図版4 ..r. 土層断面

下陶磁韓出土状況



， 

~ 

. 

図版 5 よ陶磁鯵出土状況

下陶磁鶴自土状況



図版目 上土縛出土状況

下木製品出土状況
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図版7 範囲確認関輩出土土鵠・陶磁器
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図版 S 範囲確認得意出土土製品・木製品
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図版 9 出土土霧・土製品・石縦品
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図版10 出土敏付
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図版11 出土..進系陶磁器
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図版12 出土舶鍛陶磁器・婿鉢・その他の陶磁総
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図版13 出土金属製品
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図版14 出土木製品
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